
市政だより

　消防団は、消防署と連携して火災や地震、
台風などの災害から市民の生命や財産を守る
ために活動しています。
　消防団に入って、あなたの『ちから』を地域
を守る活動に役立ててみませんか。
入団資格　市内に在住または勤務する18歳以
上の人
活動内容　火災や台風、集中豪雨、地震など
災害発生時の消火・防御、救助・救出、安
否確認、避難誘導。平常時の訓練や講習、
防火広報など
待遇　消防団員は特別職の非常勤公務員です。
年額報酬や
退職報償金
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５人漕
７人漕
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補助金額

352,000 円
441,000 円
588,000 円

久米地域
332,000 円
414,000 円
548,000 円
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平成26年度の奨学生を募集します
問生涯学習課（市役所東庁舎３階）☎32-2009

　市では、優れた素質と向上心を持ちながら、経済的な理由により就学が困難な学生・生徒を支援するため、
奨学金を無利子で貸与しています。

　市では、市民主体のまちづくりを推進するために、市民活動団体や
事業者などと協力して「公募提案型協働事業」を実施しています。
　この事業は、地域が抱える課題を解決するため、市民活動団体や事
業者などが提案する事業を、地域と市が協力して行うものです。

募集事業数　６事業程度
補助金額　１件 20万円以内
選考方法　書類審査と公開プレゼンテーションにより選考
応募方法　協働推進室に備え付けの提案書（市ホームページから印刷
可）に必要事項を記入し、①団体の規約や会則②総会資料③活動内
容が分かる資料を添えて、直接または郵送で申し込む
応募期間　４月1日㈫～23日㈬

平成25年度事業報告会を
開催します

　平成25年度に実施した事業の
報告会を開催します。市民主体の
まちづくりに興味のある人は、お
気軽に参加ください。申し込みは
不要です。
とき　４月25日㈮午後6時30分～
ところ　津山市コミュニティセン
ターあいあい（井口）

合併処理浄化槽設置補助金消防団員を募集します
問下水道課（市役所６階）☎32-2100問津山市消防団事務局(危機管理室内)☎22-1190

募集します　地域チャレンジ公募提案型協働事業
問〒708-8501津山市山北520協働推進室（市役所３階）☎32-2032

　津山ファミリー・サポート・センター（ファミ・サポ）は、子
育て応援のための会員組織です。
　市内在住の人なら、どなたでも会員になれます。会員登録を希
望する人は、ファミ・サポにお越しください。

子育ておうえん　津山ファミリー・サポート・センター
問津山ファミリー・サポート・センター（アルネ・津山５階、
　津山男女共同参画センター「さん・さん」内）☎31-8753

　家庭用の小型合併処理浄化槽を設置する人に補助金を交
付します。
補助対象地域　全市域（公共下水道計画と農業集落排水施
設整備事業計画の認可を受けた区域を除く）
補助金額（平成25年度：参考）

※平成 26 年度の補助金は、国の基準額決定後、お知ら
せします

選考　申し込み多数の場合は、公開抽選により選考
受付期間　４月１日㈫～ 30日㈬
　※交付額が予定額に達するまで１カ月単位で期間を延長
　※家屋を新築する場合も対象
融資あっせん制度　汲み取り式便所や単独処理浄化槽を合
併処理浄化槽に改造する場合、融資をあっせんします
　※家屋を新築する場合は対象外

対象者

募集人数
貸与月額

応募資格

応募方法

償還方法

締め切り

津山市奨学金
高校生＝高校生・高等専門学校（１～３年生）に
進学または在学している人
大学生など＝大学・短期大学・高等専門学校（４・
　５年生)・専修学校専門課程・高等学校専攻科・
大学院などに進学または在学している人
高校生＝３人、大学生など＝７人
高校生＝14,000円、大学生など＝30,000円
次の条件を満たすこと
①本人または保護者などの学資負担者が津山市に住所を有すること
②学業・人物ともに優秀で、経済的理由により修学が困難と認められること
③本人の属する世帯に市税などの滞納がないこと
※津山市奨学金には、成績基準（平均3.5程度以上）と所得基準（４人家族で年間所得737万円程度）あり
生涯学習課に備え付けの申請書に記入して、直接応募
卒業６カ月後から、貸与月額の半額を毎月返還（返還猶予あり）
※津山市奨学金には、定住促進策としての一部返還免除(１/３)制度あり
４月15日(火)

磯野計記念奨学金

大学・短期大学・その他国公立の学校に
進学した人

１人
30,000円

区分

防火訓練のようす
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岩野信公さん（小原）
　小学生を学校へ送る
サポートを月に10日
ほどしています。｢地

域の子どもは地域で育てる」という
ことを実感している日々です。

実平恒夫さん（小原）
　親子が頑張っている
姿を見ると、元気をも
らえます。多くの人に

ファミ・サポを知ってもらい、サポ
ートの輪が広がってほしいですね。

岡本輝昭さん（吹屋町）
　かつて、近所のおじ
さんやおばさんの役割
だった子どもの預かり
や送り迎えは、今でも必要なことだ
と感じています。

ファミ・サポの提供会員(イクジイ)紹介
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（子どもの送り）
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